
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和７年度(後期)  年少  「砂あそび」 

砂の感触を、手や足など全身で感じてきました。初めは一人一人が自分の思うように砂に触れてきた

子どもたちでしたが、何度も経験するうちに友達と山やトンネルを作ったり、水を運んで湖を作ったり

する姿がみられるようになりました。少しずつ、砂あそびの玩具を増やしていく中で、友達と協力した

り、一緒に遊んだりすることの楽しさを感じるようになってきているようです。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


